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要約：

国による原発の安全密酉で想定される「相大事故」や「仮想事故」を超える大型事故が

柏鮪刈羽原発1号機で起こった場合の災害許価を行なった。事故の想定としてはアメリカ

のWASH - 1400報告（いわゆるラスムッセン報告）の分類のBWR - 2型事故、すなわ

ち、一次冷却材喪失時に非常用炉心冷却装溜が故障し、炉心溶融が起こり、溶融塊は原子 

炉容器を貫通して格納容器床部で水蒸気煽発を起こし、格納容器か破壊されて、外部への

放射能放出が生じる設定とした。この時希ガスは炉心内蔵用の100災ヨウ素は60厖セ ンウ

ム30厖ストロンチウム4％などが放出される。この放射能放出はほほ
｀
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故に匹敵する。

風向きなど気象条件については、以下の二つのケー スを扱った。

(1)風向きが東京方面、風速3m／秒て、大気安定度D,晴天で放出商度が200mの

場合

(2)風向きが新潟方面、風速2m／秒で、大気安定度A,放出高OO加0 ,-m素降雨や庄叉場一

合

いずれのケ ースも、大費の早期の死者、急性放射線障害者、かん死者および通伝的陪害

などの発生が予想される。とくにケース（I)では、柏的市、刈羽村を中心に早期の死者

7000-9000名、急性放射線障害者約6万名（新潟県内）が予測されるとともに、放射能の

影響は遠く首都圏にも及び、総被喋線昂は約420万人 、ンー ベルト（約4. 2億人レム）にも達

し、がん死者は将来において42万人にものほる と椎定される。また、ヨウ素による甲状腺

被暖のために、16万人が甲状腺がんにかかり、うち1万6千人は致死性のものと予想される。

ケース(2)では、放射能の影響範囲は、130キロ圏I勺とケース（1)に栽べると隈定

されるが、この範囲ではより大きな広がり角の地域に、強い汚染と被晦を与える。被害は

ほぼ新潟県内に限られるが、早期の死者6万ー7万人（柏鮪市、刈羽村、西山IIIr、出震飴III[

など）、急性陪害者約25万人、総被曙線罰は約140万人シーベルト（約l. 4億人レム）に達

し、がん死者は将来において14万人にのばると椎定される。また、ヨウ素による甲状腺被

暉のために、1万4000人が111状腺がんにかかり、うら1400人は致死性のものと予想される。

上記の結果は、固の原子炉ゞ［地帝百指針に規定された、 「重大事故」、 「仮想事故」時

の目安線罰等を桁途いに上まわるものであり、また、このような災害をもたらす事故が、

社会的にもとうてい許されない事は、言をまたない。




































